
TSUBASA
「The Society for Unity with Birds ‒ Adoption and Sanctuary in Asia」

（鳥と調和のとれる社会 ‒ アジアの里親とサンクチュアリ）

TSUBASAは、インコ・オウム・フィンチと暮らす全ての方、
そして動物愛護に関心をお持ちの方に対して、より良いバードライフのご提案と

適正な飼育のための啓発活動を行っております。
また、様々な理由により手放されてしまった鳥たちを引き取り（里子制度）、

新しい飼い主さんを探す（里親制度）活動を行っております。

広く、皆さまに活動を
知っていただく事を目的とし
本誌を発行しております。

回覧板を設置してくださる団体様
施設様を随時募集しています！
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TSUBASAは「人・鳥・社会の幸せのために」を理念に
レスキュー活動をする団体です
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ぐるぐる回り、それからケージ
に入ります。スタッフはマルの
後ろをついて回り、マルが
自分からケージに戻る
まで見守ります。１周
して帰る時もあれ
ば、５～６周回っても
帰らない時もあり、
まるで追いかけっ
こをしているよう
で徐々にスタッフ
も目を回してしまい
ます。寄り道したり
立ち止まったり、まさ
にマルの気分次第。お
そらくその状況を楽し

んでいるのだと思います。
マイペースなところがマルの

魅力の１つと言えるでしょう。

マルは内気な女の子です。
人と接するときは少しだ
け緊張してしまうよう
で、手からおやつを受
け取ることはできま
すが、腕やパーチに
乗ることはできま
せん。しかし、ケー
ジの扉を開けると
外に飛び出し室内
を上手に旋回して
高い場所にとまり、
上から人を観察する
のが好きなようです。
お家に帰る時はマル流
のルールがあるらしく、ス
タッフがケージを部屋の真ん
中に置き、マルはケージの周りを

【マル】＠クルマサカオウム
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愛鳥祭2017レポート
6月25日に浅草の台東館にて、オウムとインコの日チャリティイベント「愛鳥祭2017」を

開催しました。愛鳥祭は「常識から良識」というコンセプトの元、
鳥との付き合い方を学ぶふれあい愛鳥塾や、バーチャルMTB、TSUBASAシンポジウム、

企業やクリエイターによる鳥グッズの販売など、イベント会場を一巡すると

良識が身につくような、多くの鳥たちと愛鳥家を幸せにすることを目指したイベントです。

また今年の愛鳥祭は、鳥の素晴らしさだけでなく、鳥たちが現地でどのような状況にあるのかを

伝えたいという想いもあり「ヨウムを救う人を支援する」というテーマも掲げました。
天候には恵まれなかったものの、約1,100人以上の方にお越しいただき、

会場は終始賑わいを見せた1日となりました。

ご来場いただいた皆さまに心より御礼申し上げます。

企業やクリエイターの

方々による鳥グッズの

販売コーナー。

里親会：MTBについての説明や、今後遠方の方でも

里親になっていただけるようなシステム

（現在検討中）のご紹介をしました。

講演１

なぜヨウムの
密猟は急増す

るのか

～愛鳥祭特別
ver ～

講演 3

「いや」といえ
る関係でもっ

と仲良しに

～選択肢の持
つパワー～

講演 2

TSUBASA鳥
の病気白書

鳥
グ
ッ
ズ
販
売

バ
ー
チ
ャ
ル
M
T
B

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シンポジウムの
様子は後日
動画を公開
いたします。
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来年も
開催予

定です
。

よろし
ければ

ぜひ

お越し
くださ

いませ
！

ふれあい愛鳥塾

～鳥さんに教わるつきあい方～
昨年に続いて今年も、施設内のバードランを会場に再現。
総勢15羽のボランティアさまの愛鳥さんたちに 
キャストとしてご協力をいただきました。

ふ
れ
あ
い
愛
鳥
塾

愛鳥祭2017年の収益の一部として、

アフリカ現地の野生ヨウムを救う活

動に10万円寄付させていただきまし

た（特定非営利活動法人アフリカ日本

協議会様を通じての寄付となりま

す）。ご支援いただきました皆さま、あ

りがとうございました。

とを思い出し実践していただきたいと願いま

す。体験いただけなかった皆さまにも、愛鳥

祭を通してTSUBASAのバードランの存在

を知っていただき、ぜひ足を運んでいただけ

れば嬉しく思います。そして、人だけでなく鳥

も動物たちも幸せになるふれあい方を考え

ていただければ何よりです。

講習会で学んだことを、実際の鳥さんたち相

手に実践をしていただきます。

ご入場いただける人数に限りがあるため、ご

来場いただいたすべての皆さまにご体験い

ただけないのが毎年心残りです。

一方で、鳥さんの健康と安全の優先順位を

下げることは絶対に許されません。

スペースには限りがあり、鳥さんたちの安全

のためには、愛鳥さんのご協力をご了解して

くださった飼い主様の同伴は必須ですし、鳥

さんたちの休憩も必要です。

体験いただけた皆さまにはぜひ、他の機会に

鳥や動物と触れ合う時も、ここで体験したこ

バードランご入場前には必ず、10分ほどの

講習会をうけていただきます。バードラン内

でのご注意点や鳥さんと接するときのマ

ナー、入退場時の手足の消毒のお願い、動

物がいる施設を同日内で渡り歩くことの危

険性など、まさに愛鳥祭のコンセプトである

『常識から良識』を身につけていただ
くための講習です。

そして今年の講習会テーマは

『鳥さんの社会化』
鳥さんの社会化ってなに？ から始まり、なぜ

社会化が必要なのか、バードランが鳥たちの

社会化にどのようにお役立ていただけるの

かについて、コンゴウインコのビリーちゃん

のデモ(？)を交えながらお話をさせていただ

きました。

受講後はいよいよ、お楽しみのバードラン体

験です。



3

治療中の鳥たちの薬水 皮下点滴 治療中の母（オオハナインコ） 強制給餌 治療中の母（オオハナインコ）

非常勤としてTSUBASAの鳥たちの健康管

理や治療に携わるようになって4年が経ちま

した。この4年間でTSUBASAから里親に引

取られる鳥たちもいれば残念ながら命を落と

してしまった鳥たちもいました。

CBLで実施された病理検査（死体の内臓の

標本を顕微鏡で観察）によると、多い疾患は

感染症、生活習慣病、悪性腫瘍です。

TSUBASAでは剖検で感染症が認めら

れた、あるいは感染症が強く疑われたのは全

体の19.2%でした。

一方で生活習慣病でもあり突然死を引き起

こす動脈硬化症は全体の32.7%、内臓痛風

は全体の5.8%で認められました。

動脈硬化症は、動脈が硬化し血液の

流れが滞ることで組織に障害をもたらしま

す。動脈硬化症を引き起こす原因は様々で

すが、長期にわたる不適切な食事が問題視

されている悪化要因です。長生きする大型

鳥だけでなく小型鳥でも認められました。

内臓痛風は、鳥では腎不全に関連した

高尿酸血症により内臓の表面に尿酸の結晶

が沈着して組織に障害をもたらします。

高尿酸血症の原因の1つとしてビタミンAの

欠乏による尿酸排泄障害が挙げられます。

ちなみに、関節痛風が認められたのは全体の

1.9%でした。

また、剖検した死亡鳥の71.2%で呼吸器、

46.2%で循環器、71.2%で肝臓、63.5%

で脾臓、57.7%で腎臓、80.7%で消化管、

21.2%で生殖器の異常所見が認められま

した。

半分または半分以上の鳥で生殖器以外の内

臓に異常所見が認められましたが、全てが死

因に関わっている訳ではなく、加齢性変化や

死に至るほどではない変化も含まれます。

呼吸器については亡くなる直前に誤嚥

をする鳥が多いため高値を示しています。

肝臓は様々な原因で疾患に陥りやすく外来

でも肝疾患が多いと実感していましたので

高値は予想通りでした。

脾臓は他の内臓、特に循環器等の疾患の

影響を受けやすいため高値を示したのだと

考えられます。

腎臓は肝臓ほどではありませんが異常所

見が認められた症例が多く、死因にも関わっ

ている症例が多かったのが意外でした。

亡くなる前の症状は多尿が必ず認められた

わけではなく食欲の低下のみであったり膨羽

のみの症例もいました。

消化管の病変は死亡から剖検するまでの
間に起きる死後変化も含まれ、胃の病変以外

で死因となるような病変は少なかったです。

病院の外来では来意として生殖器疾患

が多いですが、TSUBASAの死亡鳥で生殖

器の異常が認められたのは21.2%にとどま

りました。

TSUBASAでは、発情傾向の強い鳥は発

情抑制の対策を講じていますので、発情関

連疾患も一般家庭の鳥より少ないと考えら

れます。

TSUBASAの鳥たちは様々な理由で引き取

られますが、多くの鳥が引き取りの時点で高

齢であるため感染症より生活習慣病による死

亡が多かったと考えられます。今回の結果を

通じて改めて生活習慣病の予防のためにも

食事管理や発情抑制の重要性を

実感させられました。

今後もTSUBASAの鳥たちの健康管理や治

療に努め、また新たな見解を発信できればと

思います。

剖検により内臓の異常は死亡鳥全体の
どのくらい認められるのか
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TSUBASA 鳥の病気白書

寄稿   羽多野 優芳 先生

TSUBASAで亡くなった鳥たちは、死因の究明のために顧問でもあるCBLの

眞田先生に剖検（死体を解剖）を行っていただいています。

今回、4年間蓄積した剖検のデータを簡単に解説したいと思います。

ごえん
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特に放鳥中に、扉を家族が開けてしまった、

窓から逃げてしまった等というのは多いよう

に思います。それ以外にも、ベランダで日光

浴中をさせていて、目を離してしまい脱走し

てしまうということもあります。

羽を切っていない鳥さんは空を飛べてしまう

鳥さんが逃げてしまう最も多い理由、、、それは｢うっかり！｣

鳥さんを逃がしてしまった場合に  しなくてはいけないことは？

もし、屋外でインコなどを発見したら？

同一鳥！

若 鳥 成 鳥

【備えあれば憂いなし】探すときに役立つ準備をしておく

空を飛べる鳥たちが、迷子になってしまうと飼い主の元へ戻るのがどれだけ大変か、、、

  想像できると思います。 それでも、年間何羽もの鳥さんが警察に保護され、

   毎日どこかの飼い主さんが必死に我が子を探しています。

   鳥さんを逃がしてしまったら？ 迷子の鳥さんを発見したら？

についての対処を掲載します。

こと､どんなに人に慣れていても驚いたり興

味があれば飛んでしまうことを忘れてはいけ

ません。｢信頼関係があれば、鳥は逃げない

｣と思わないこと。｢万が一外に出てしまっ

たら、鳥自身の意志では家に戻れない｣と肝

に銘じておきましょう。

●鳥さんの大好きな音の録音
（ペアの相手の鳥さんの声、袋のガサガサ

音、反応の強いYoutubeの音声など）

●鳥さんの最新の写真をスマホに保管
若鳥や換羽期などは、見た目が変わる場合が

あるので注意が必要。

●足環のナンバーをきちんと控える
●爪が足りない(ツマ傷)を記録
鳥さんの大事な情報になります。何番目の指

の爪がないか記録しておきましょう。

●ケージにすんなりと戻れるように練習
●即座に鳥が反応できる音を作っておく

まずは､逃がさないことが大前提ですが、万

が一の時も、必ず再び一緒に暮らせる日が来

ることを願っています。

次ページでは､迷子のインコやオウムなどを発見し
た時の対処法をお伝えします。
～Special Thanks～ P5-6の漫画は、藤佐羽
様が作成された物を許可をいただいて掲載してい
ます。ご協力いただきありがとうございます。この
漫画が多くの方の目にとまることで､一羽でも迷子
の鳥さんが無事保護されることを心から願います！！

１. 探す
●鳥さんの名前を呼びながら、飛んでいった

方向を中心に広く一帯を探しましょう。

●録音した同居鳥の鳴き声などにも反応する

可能性があります。活用してみましょう。

逃げたばかりであれば

●同居鳥さんを窓辺に置いて、部屋の窓を

開けて待つ（この時、同居鳥さんまで逃げ

てしまわないように注意）。

●同居鳥さんの鳴き声を録音しておき、そ

の音を流しながら探しに行く。

2. 警察に届出をする
警察に届けを出すことで、一般の方が保護

された場合に、飼い主に連絡がいくように

なります。

　POINT

●自分の住んでいる隣の県にも届出をする。

念のため隣の市にも（県同士はデータベー

スの連携をしていないので他県で保護さ

れても飼い主に情報はいきません）。

●セキセイインコでも一日で風に乗ると１０㎞

ほど飛べることを理解して、届出のエリア

を選びましょう。

●届出をして終わりにせずに、定期的に該当

する鳥さんがいないか問い合わせをして

みましょう。

●警察では、鳥の種類などが不明瞭でわから

ない場合があります。（灰色の鳥→ハト？オ

カメインコ？ヨウム？）警察では、飼い主を

偽った詐欺などを防止するため曖昧な表

記の場合があります。

3. 拡散してもらう
❶TwitterやFacebook、
迷子掲示板などを活用。

　POINT

●鳥さんの目立つ特徴などを書くとよい。

ただし、飼い主にしかわからない鳥さんの

情報は掲載してしまうと、保護された場合

飼い主と偽って他の方が名乗り出る可能

性があります。

　　OK→｢足にリングをしています｣

　　NG→「左足にリング有り。ナンバーは

　　　　  Ｓ0484806077です」

❷ポスターを作成する
迷子を捜していることを書いたポスターを

配り、地域のペットショップ、公園、お店、病

院などに掲示してもいましょう。

　POINT

●インコたちは、他の鳥の声に反応してそち

らに飛ぶ可能性があります。ペットショップ

や、鳥を飼っている公園・小学校などには積

極的に掲示できるか交渉してみましょう。

その時、どうする？

外で鳥を

見つけた

鳥さんを

迷子に
した
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もし、屋外でインコなどを発見したら？
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漫画は、藤佐羽様が作成された物を許可をいただいて掲載しています。

もし、屋外でインコなどを発見したら？



※イベントの日時・内容などは変更される場合があります。
　詳しくはHPをご覧いただくかお問い合わせください。

定期便運行！土 日 祝 15：0014：0013：00
【営業時間 土日祝】 １F：店舗・バードラン 13：00～17：00／2F：鳥たちを見られる空間 13：00～16：00
【アクセス】埼玉県新座市中野２-２-２２／東武東上線「柳瀬川駅」から徒歩約２５分
【Tel】048-480-6077 【Fax】048-480-6078 【e-mail】tsubasa0615@gmail.com

誌面の情報は発行日現在のものです。
情報に変更が生じる場合がございます
のでなにとぞご了承ください。

【発行元】 認定NPO法人 TSUBASA
松本壯志／涌井智美／望月健人／
井伊順子／加藤絵里
【発行】2017年7月
次回発行は1月予定です。

8月からのイベントのご案内

MTB ●8月２7日（日）

MTB ●9月30日（土）

小型MTB ●10月14日（土）

MTB ●10月２9日（日）

MTB ●11月２6日（日）

里親会 『Meet The Bird』

と り 村 で 行 わ れ る イベ ント

「ミニ愛鳥塾」 ●8月13日（日）
「おもちゃ作り教室｣ ●8月19日（土）

「とり村納涼祭＆花火大会」●8月19日（土）

「フロリダ滞在記～動物トレーニングの今～」 ●8月26日（土）

オカメインコ同鳥会｢オカメン舞踏会～第九幕～｣ ●9月16日（土）

セキセイインコ同鳥会｢第15回セキセイインコ会｣ ●10月15日（日）

外 部 で 行 わ れ る イベ ント

「コンパニオンバード入門」 ●8月６日（日）／産経学園・自由が丘校（東京都）
「癒しフェア in TOKYO 出展」 ●8月６日（日）／東京ビッグサイト
「コンパニオンバード入門」 ●8月29日（火）／産経学園・吉祥寺校（東京都）

「コンパニオンバード入門」 ●９月３０日（土）／ららぽーと和泉（大阪府）

「第13回TSUBSAセミナー」 ●10月9日（月・祝）／としま産業振興プラザ（東京都）
「コンパニオンバード入門」 ●10月15日（日）／イオン有松（愛知県）
「コンパニオンバード入門」 ●10月29日（日）／産経学園・吉祥寺校（東京都）
「ジャパンバードフェスティバル2017 出展」 ●11月4、５日（土、日）／（千葉県）
「ヤマザキ学園大学 絆祭 出展」 ●11月５日（日）／ヤマザキ学園大学（東京都）

バ ー ド ラ イ フ ア ド バ イ ザ ー（ B L A ）関 連

BLA ２級 スキルアップセミナー 
●8月20日（日）／とり村

●9月30日（日）／大阪

●11月11日（日）／仙台

BLA 2級 認定講座
●9月17日（日）／札幌

●9月18日（月・祝）／札幌

BLA ３級 認定講座
●9月10日（日）／大阪

●10月1日（日）／大阪

●11月12日（日）／仙台

●11月18日（土）／名古屋

●11月26日（日）／東京 最新情報は
TSUBASA

イベントページで！
www.tsubasa.ne.jp
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